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今号には、三本の研究論文と、…本の研究
ノートが集まった。嶋本論文は、近代の思想
家大川照明の著作、主に f復興亜細亜の諮問
題j と f亜細亜建設者j のペルシアに関する
記述の検討を通じて、彼の一貫した反英的立
場を指摘する。その一方で、宗教倫理思想に
ついては、彼の他の著作との一貫性が見られ
ないことを明らかにしたものである。柴田論
文は、古典文学に捕かれるカメの姿について
論じたもので、近世になって古代・中世には
見られなかった新しいカメの姿が捕かれるよ
うになることを指摘し、都市における社会・
文化との関連を浮き彫りにする。阪上論文は、
日本語学習者の話し言葉における不適切な指
示詞の使用が、どのような原因に起因するも
のなのか、そして適切な指示詞の使用のため
である。本号の研究はいずれもその認識が踏
まえられていたが、今後も、文化の街を鋭く
見据える言語研究、そして言誇の績に確聞と
した立脚点を持つ文化研究を、編集子として
期待したい。
『日本語・日本文化』投稿規定
1.資格 本センターまたは関係機関所属教
員(非常勤を含む)及び f日本語-日本
文化j 編集委員会において適当と認めら
れた者。
2. 内容.日本語・日本文化等に関する未発
表の研究論文・研究ノート・研究報告等。
3. 体裁:研究論文は 4∞字詰原稿用紙 50
枚前後(欧文は A4 ダブルスペース 30
枚前後)、研究ノート・研究報告は 25 枚
前後(欧文は 15 枚前後)。
4. 要旨:本文和文の場合、欧文による要旨
(A4 ダブルスペース 1 枚)を、欧文の場
合は、和文による要旨 (800 字程度)を
添付。
5. 採否:原稿の採否は f日本語・日本文化j
編集委員会が決定する。
にはどのような指導が望ましいのか、考察し 編集委員
たものである。省略や繰り返しなどにも目配
りした、堅実な研究といえる。古川研究ノ一 角道正使 嶋本設光 蔦清行
トは、一見「ほめj に見える表現が、実際に
は嫌み・皮肉に転換することがあるという現
象に走者自し、どのような場合にその転換が起
こるか考察したものである。研究ノートとい
うカテゴリではあるが、筆者はこれまで教育
現場における「ほめ」についての研究を蓄積
してきており、今後、その視点からの独自の
発展が期待される。
前二者の論考は日本の文化に関するもので
あり、後ニ者lま B 本語に関するものである。
しかし震うまでもなく、言語と文化は切って
も切り離せない、表裏一体の関係を持つもの
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